


第
引
回
通
常
総
会
は
、
去
る

5
月
却
目
、

ホ
テ
ル
ラ
ポ

i
ル
千
寿
閣
に
お
い
て
、
地

元
造
形
美
術
家
で
、
現
在
、
日
展
参
与
、
光

風
会
常
務
理
事
及
び
審
査
員
・
三
橋
国
民

氏
の

『
い
の
ち
を
考
え
る
』
l
私
の
鎮
魂

作
品
の
周
辺
か
ら
と
題
し
た
記
念
講

演
に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後

3
時
泊
分
よ
り
記
念

講
演
会
、
4
時
初
分
よ
り
通
常
総
会
、

6

時
よ
り
懇
親
会
と
い
う

3
部
構
成
で
、
ご

来
賓
各
位
、
会
員
、
役
員
多
数
の
参
加
を

得
て
賑
や
か
に
且
つ
有
意
義
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

。

八木会長の挨拶を静聴する会員諸氏

本
日
は
、
私
ど
も

町
田
法
人
会
の
第

幻
回
通
常
総
会

開

催
の
ご
案
内
を
申
し

上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平
素
大
変
暖
か
い

ご
指
導
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
町
田
税
務

署
の
菱
山
署
長
を
始
め
幹
部
の
皆
様
、

町

田
都
税
事
務
所
の
越
石
所
長
そ
し
て
東
京

税
理
士
会
町
田
支
部
の
石
井
副
支
部
長
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
と
ご
多
用
の
所

ご
臨
席
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
法
人
会
の
共
済
制
度
の
推
進
に

あ
た
り
、
日
夜
ご
奮
闘
さ
れ
て
お
り
ま
す



受
託
会
社
の
幹
部
の
方
々
、
本
日
は
お
忙

し
い
と
こ
ろ
、
遠
方
ま
で
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

続投の決意を表明する八木会長と三役の皆さん

た
。更

に
会
員
各
位
に
は
、
平
素
よ
り
会
の

活
動
に
積
極
的
に
ご
参
画
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
各
位
に
は
こ
れ
か

ら
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
議
案
に
つ
き
ま

し
て
、
ご
審
議
を
い
た
だ
く
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

私
共
町
団
法
人

会
も
昭
和
お
年
に

ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、

昨
年
は

《
創

立

印

周
年

・
社

団

化

却

周
年
》
と
い
う
節

目
の
時
を
迎
え
、

記
念
式
典
や
記
念

誌
の
発
行
、
チ
ャ

リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま

し
た

。
ゴ
ル
フ
大

会
で
は
参
加
者
の

善
意
で
義
摘
金
を
集
め
、
い
ま
な
お
島
に

戻
れ
な
い
三
宅
村
の
皆
さ
ん
の
お
気
持
を

察
し
、
長
谷
川
村
長
さ
ん
に
直
接
お
渡
し

し
大
変
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

本
年
は
役
員
の
改
選
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
に
遅
れ
な
い
よ
う

諸
規
則
の
見
直
し
を
し
な
が
ら
、
地
域
社

会
貢
献
活
動
や
ホ
1
ム
ペ
l
ジ
運
営
な
ど

に
つ
い
て
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
法
人
会
活
動
が
順
調

に
推
移
し
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、

多
く
の
先
輩
諸
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力

の
結
集
で
あ
る
と
同
時
に
、
会
員
各
位
の

ご
協
力
、
そ
し
て
ま
た
、
関
係
諸
機
関
の

ご
指
導
ご
鞭
捷
の
賜
物
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
々
の
ご
支
援
に
対
し
て
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
併
せ
て
皆
様
方
の
ご

事
業
の
ご
発
展
と
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
私

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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三橋図民

二メートル近い巨大な鳥が私の目の前に立っていた。
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昭和19年 (1944)8月のことだった。
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八
木
会
長
続
投

常
任
理
事

2
名
を
含
む

新
役
員
決
ま
る

総
会
は
、
司
会
村
松
総
務
副
委
員
長
、
議
長
八
木
会
長
の

も
と
順
調
に
進
行
し
ま
し
た
。

本
年
は
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
昨
年
目
月
《
役
員
選

考
特
別
委
員
会
》
が
設
置
さ
れ
て
以
来
検
討
さ
れ
て
き
た
経

緯
と
、
理
事
・
監
事
候
補
者
名
が
同
特
別
委
員
長
を
担
当
し

た
尾
辻
副
会
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
の
選
考
基
準
に
つ
い
て
は
、

「地
区
会
の
会
員
数
に

応
じ
て
候
補
者
数
を
按
分
し
、
地
区
会
か
ら
の
推
薦
を
原
則

と
し
た
」
旨
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
理
事
特
名
と
監
事

2
名
が
選
任
さ
れ
、
直

ち
に
臨
時
理
事
会
を
別
室
に
て
開
催
。
八
木
会
長
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
副
会
長
に
は
、
尾
辻
、
杉
浦
、
金
子
、
田
中
の
各

氏
が
再
任
さ
れ
、
木
目
田
氏
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
専

従
の
専
務
理
事
と
し
て
守
屋
氏
が
留
任
。
さ
ら
に
地
区
会
長
・

委
員
長
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
幻
名
が
常
任
理
事

と
し
て
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
理
事
を
退
任
さ
れ
た
方
々
と
組
織
の
強
化

に
貢
献
さ
れ
た
会
員
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

町田税務署では7月10日付けで定期異動が行

われました。会員の皆様と特に関わりのある方々

を紹介します。北
向

ti!長

小田
日11署長(法人担当)

岩崎虞海

法人税税第 1部門統t5官

角田義幸
法人課税第2部門統括官

西出千恵子
法人謀説第l部門上席審理官 法人訪日税第4部門統括官 法人説!税第3部1"'1統指官

椎野芳孝 小関友明 宗 本 恭治
※従来の「申告指導官」が「審理官jに名称変更しました。

。
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平成12年度収支報告を平成12年4月1日から平成13年3月31日まで

平
成
包
年
度
収
支
決
算
の

概
要
に
つ
い
て

会
費
収
入

ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
会
員

数
の
減
少
が
予
想
を
僅
か
に
上
回
り
ま
し
た
。

特
別
会
費
収
入

記
念
式
典
(
総
会
)
、
新
春
の
集
い
な
ど
の
特

別
会
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
収
入

簿
記
講
習
会
な
ど
の
受
講
料
と
簡
易
保
険
の

(単位円)-収入の部
臨輯覇軍書聾聾雲輯盟醐醐醐雛信藤幹 鵬欄醐喝叢 扇議霊

12，020 7，500 基本財産運用収入

42，962，295 43，300，000 収

特別会費収入

収

入費.-6.. 
zコr

3，609，000 4，200，000 

11，989，350 

6，227，400 

10，226，475 

1，848，159 

9，340，000 

9，967，750 

2，065，000 

5，476，900 

事

補助

推進費収入

雑

特定預金取崩収入

入

入

入

収ノヘ
エ民

収

業

12，230，000 9，230，000 

受
取
手
数
料
の
ほ
か
に
、
地
区
会

・部
会
の
会
計

を
本
部
会
計
に
反
映
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

収
入
は
こ
こ
に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成

ロ
年
度
は
、
講
習
会
が
活
発
に
お
こ
な

わ
れ
、
当
初
の
予
算
を
超
え
ま
し
た
。

補
助
金
収
入
・
推
進
費
収
入

経
営
者
大
型
総
合
保
障
な
ど
の
厚
生
事
業
か

ら
生
ま
れ
る
収
益
な
ど
が
全
法
連

・東
法
連
よ
り

配
賦
さ
れ
た
も
の
で
す
。

特
定
預
金
取
崩
収
入

記
念
式
典
と
社
会
貢
献
活
動
の
実
施
な
ど
を

目
的
と
し
た
積
立
預
金
を
取
崩
し
ま
し
た
。

2，394，267 

91，498，966 
3，103，522 

1，856，034 

85，443，184 
3，103，522 

入

当期収入合計(A)
前期繰越収支差額

収 入合計(B) 

qx Jへ
.:iIL 入繰

94，602，488 88，546，706 

-支出の部
麟輯離量醐塁機織鱗麟鱗鱗鱗襲警盤機織機織連雲監鰭議譲

51，424，985 51，280，000 費業事

一
会 828，907 1，470，000 費5義

29，873，822 30，754，100 費E里管

3，000，000 

1，500，000 

O 

1，500，000 

出

特定預金支出

支ノ¥
孟diE 保

710，400 570，800 法人税等引当金繰入

。

事
業
費

決
算
上
で
は
前
年
よ
り
何
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
記
念
式
典
・
記
念
誌
発
刊

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
前
年
度
は
青
年
部
会
・
女

性
部
会
の
社
会
貢
献
活
動
(
映
画

・学
び
座
の
上

映
)
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
差
引
す
る
と
、

事
業
費

は
、
例
年
な
み
に
支
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

川
修
参
加
人
員
は
、
延
べ

4
2
0
3
名
に
な

り
、
会
員
数
で
割
る
と

山・

7
%
に
な
り
ま
す
。

会
議
費
・
管
理
費

ほ
ぽ
予
算
ど
お
り
の
支
出
と
な
り
ま
し
た
。

保
証
金
支
出

事
務
局

・会
議
室
の

契
約
更
新
に
伴
い
特
定

預
金
を
取
崩
し
充
当
し

2，394，267 

89，732，381 

1，766，585 

1，856，034 

1，115，772 

88，546，706 

ム 3，103，522

出

費

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)ー(C)

次期繰越収支差額(B)-(C)

支ノ九
.:iIL 

{蒲

入繰

予

4，870，107 

-
ま
し
た
。

O 

特
定
預
金
支
出

例
年
と
同
様
に
、

会

館
建
設
、
退
職
給
与
、

会
員
名
簿
発
刊
の
準
備

金
と
し
て
積
み
立
て
ま

し
た
。

繰 次
位約 期
噂 487繰z万 越

正が 金
し次
た期



平成13年度事業計画
今
年
も
法
人
会
は

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

既
に
平
成

日
年
度
も
半
期
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

法
人
会
の
活
動
も
、
研
修
事
業
で
は
計
画
さ
れ

た
ほ
ぽ
半
分
の
事
業
が
消
化
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

研
修
用
パ
ソ

コ
ン
を
導
入
し
て
の
簿
記
講
習
会
、

パ
ソ

コ
ン
講
座
は
時
代
の
要
求
に
応
え
た
内
容

で
、
申
し
込
み
も
多
く
講
座
を
追
加
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
病
(
成
人
病
)
健
康
診
断
や

簡
易
保
険
、
地
区
会

・部
会
が
実
施
す
る
税
務
研

修
会
や
交
流
会
な
ど
は
法
人
会
独
自
の
活
動
で
、

こ
れ
ら
の
事
業
へ
の
参
加
は
、

会
員
の
皆
様
に
と

っ
て
目
に
見
え
る
メ
リ

ッ
ト
で
す
。

一
方
、
大
き
な
事
業
と
し
て
、
公
開
講
演
会
や

福
祉
パ
ザ
l
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
1
ゴ
ル
フ
な
ど
の
社

会
貢
献
活
動
は
、

実
行
委
員
会
を
設
置
し
て
、
よ

り
充
実
し
た
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

事
業
活
動
の
情
報
は
、
会
員
の
皆
様
に
直
接
お

届
け
す
る
ご
案
内
の
ほ
か
、

町
団
法
人
会
の
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
下
さ
い
。

「型詰沼会のお知些ー-一一二一.
~ユーモアと人生~

大沢悠里氏
平成13年

11/15困翠
… 

開場・午後2時30分開演・午後3時
会場・ホテルザ・エルシィ町田 81珊瑚の間
dM削除彰式を卒後3ft訟峨、動。 欄

大沢悠里氏・プロフィール

昭和s9年早稲語大学卒業後， TBS入社。

5年間は報道番組を担当、以降はラジオをメインにワイド番組を担当。

平成3年フ1)ーアナウンサーとして独立。

現在、 TBSラジオ「大沢悠里のゆうゆうワイドJ(月~金曜日・午前8時

30党~午後1唆)を放送中。手婦をデ心に絶大な人気を毎Tいる。

。
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5
%
(
抑
万
)
減
額
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
お
り

ま
す
が
、
総
収
入
の
半
分
を
占
め
、
当
会
の
財
源

の
最
も
大
き
な
部
分
に
な
り
ま
す
。

一
方
支
出
の
部
で
は
、
事
業
費
が
総
支
出
の
約

日
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
事
業
費
の
中
で
は
、
研

修
会
の
活
動
と
会
報
な
ど
の
広
報
活
動
に

印
%
。

平成13年度予算の概要

左
の
円
グ
ラ
フ
は
平
成
日
年
度
の
予
算
を
項

地
区
会

・
部
会
の
活
動
費
と
し
て

刊
%
の
予
算

を
振
分
け
て
い
ま
す
。

特
定
預
金
支
出
は
、
会
館
建
設
、
退
職
給
与
、

備
品
買
替
、
記
念
事
業
の
準
備
金
と
し
て
各
印

万
を
計
上
し
ま
し
た
。

目
別
に
ま
と
め
た
・
も
の
で
す
。

予
算
の
総
額
は
8
1

1

0
万
円
。
前
年
対
比

で
8
%
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
平

成
ロ
年
度
に
は
記
念
事
業
が
あ

っ
た
た
め
で
す
。

収
入
の
部
で
は
、
会
費
収
入
が
前
年
対
比
で
約

会費収入

50.50% 
40，962，000円

その他の収入
(雑収入・繰越収支差額など)
9.14% 7，411，477円

その他の支出
(特定預金支出・繰入金支出・法人税等)

5.7% 4，620，612円

補助金・推進費
収入

19.48% 
15，800，950円

特定預金取崩収入

2.98 
2，413，285円

-収入の部

-支出の部



簿名者彰表績功
度
化

年
ぬ
虫

ロ
検

一判組
細
野

敏

雄

有

限

会

社

和

多

屋

勝

敏

株
式
会
社
さ
く
ら
建
物

潔

有

限

会

社

長

徳

商

庖

幸
孝

有

限

会

社

矢

部

商

庖

八

木

下

恒

昭

有

限

会

社

丸

孝

家

具

庖

江
成

藤
野

矢
部

諸
星

健

有

限

会

社

勝

一

橋

信

介

株

式

会

社

宝
永
堂

勝

哉

合
名
会
社
平
野
屋
金
物
庖

邦

彦

有
限
会
社

ク
リ
エ
イ
テ

ィ
フ

秀

雄

有
限
会
社
鈴
田
商
広

平
本

介
J
序
ゴ

£
q
l
n
u
J
 

鈴
田

植
木

一
弘

株
式
会
社
弘
文
堂

牧
野

堤

会長から表彰状を受ける受賞者代表の伊田さん

田
中林

ト
L
4
1

一
回目

t
R
1

露
木

林 青 満松
柳上回

正

株
式
会
社
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ
ス
ト

嘉

彦

株
式
会
社
堤
ビ
ル

利
明
株
式
会
社
田
中
食
器
厨
房

秀
男

有
限
会
社
南
秀
工
務
庖

徳
次

八
昭
印
刷
株
式
会
社

賓

有
限
会
社
露
木
商
庖

英
行

株

式

会

社

松

田
設
備

澄

株
式
会
社
溝
上
精
工

義
昭

株

式

会

社

東

京

綜

合

造

園

昭
平

有
限
会
社
林
商
百

村
田

木
目
圧|
邦
夫久

有
限
Z支

社

村
田
事
務
所

株
式
会
社
あ
る
け
い
総
業

金 北須 荒 草
子 中崎 江薙

チ
子

株
式
.6. 

= 
社

武
蔵
;;.... 
i乙

画

千
葉

伊
田

林 ヂ|二
上

鈴
木

青

木
中
島

卓 平
己八

株
式
会
社
千
葉
電
設

有
限
会
社
ク
ロ
ー
バ
ー

株
式
会
社
八
朗
平

責穴

一

利
文
有
限
会
社
横
浜
イ
ン
タ
ー
第
一
倉
庫

忠

株

式

会

社

旭

倉

庫

芳
弥

有

限

会

社

く

さ

な

ぎ

酒

庖

秀
敏
荒
江
紙
器
株
式
会
社

一
男

有
限
会
社
須
崎
米
穀
庖

夫

有
限
会
社
北
中
左
官
広

照
夫

有
限
会
社
青
木
商
庖

国
男

有
限
会
社
中
島
酒
庖

@ 



第21回通常総会記念講演

、

わたしの
鎮魂制作の周辺から一一

三橋園民氏

過
日
は
皆
様
で
、
わ
ざ
わ
ざ
福
井
ま
で

私
の
制
作
し
ま
し
た

《道
元
禅
師
稚
髪
像
〉

ほ
か
を
御
参
拝
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
本
山
永
平
寺
の
幹
部

の
方
よ
り
、
よ
ろ
し
く
と
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

戦
没
し
た
僚
友
へ
の
想
い

戦線から重傷を負L、ながら故郷へ・・・と語る三橋氏

本
日
の
表
題
は

「
い
の
ち
を
考
え
る
・

私
の
鎮
魂
制
作
の
周
辺
か
ら
|
|
i
」
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
テ

l
マ
は
わ
か
り
に
く

く
、
捉
え
に
く
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
前
段
は
私
が
造
形
美
術
の
主

要
モ
チ
ー
フ
と
し
て
長
い
間
追
い
求
め
て

ま
い
り
ま
し
た

《
鎮
魂
〉
そ
の
も
の
に
つ

い
て
、
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
別
歳
に
な
り
ま
す
。
1
9
2
0
年、

大
正

9
年

9
月

初
日
生
ま
れ
で
す
。
そ

れ
に
加
え
て

〈
く
に
た
み
〉
と
い
う
名
前

が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
小
さ
い
こ
ろ
は
、

妙
に
こ
の

「九
は
苦
」
に
ひ

っ
か
か
っ
て

一
生
苦
労
を
背
負
う
か
も
し
れ
な
い
と
、

し
お
げ
て
い
ま
し
た
。
つ
い
先
日
、
懇
意

@ 

な
中
国
の
女
性
オ
ペ
ラ
歌
手
と
食
事
を
し

ま
し
た
が
、
そ
の
席
上
で
、

「三
橋
さ
ん
が
、

若
い
こ
ろ
戦
場
で
危
険
に
曝
さ
れ
な
が
ら

も
生
き
て
帰
れ
た
の
は
、
む
し
ろ

9
と
い

う
数
字
が
連
続
し
て
い
た
お
陰
だ

っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
中
国
で
は
昔
か
ら
、

こ
の
数
字
は
ラ

ッ
キ
ー
ナ
ン
バ
ー
と
い
わ

れ
て
る
ん
で
す
:
:
:
」
こ
ん
な
意
味
の
説

明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
ふ
う
に
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、

幸

運
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
強
運
の
部
類

に
入

っ
て
い
た
男
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
す
で
に
半
世
紀
が
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、

当
時
「
生
き
て
は
帰
れ
ぬ
」
は
ず
の
ニ
ュ

ー
ギ

ニ
ア
戦
線
か
ら
刊
名
中

2
名
の
生

き
残
り
に
な
り
、
重
傷
を
負
い
な
が
ら
も
、

生
ま
れ
故
郷
の
町
田
へ
辿
り
着
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
か
ら
:
:
:
。

と
い
う
の
も
、
太
平
洋
戦
争
中
、
最
前

線
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
へ
の
日
本
軍
兵
士
は
、

凶
万
人
が
上
陸
し

日
万
人
が
戦
没
、
赤
道

下
熱
帯
雨
林
の
土
く
れ
と
化
し
ま
し
た
。

私
は
辛
う
じ
て
帰
れ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
は
、
私
を
岸
辺
に
押
し
上
げ
て
、
自
ら



は
淵
へ
沈
ん
で
い
っ
た
僚
友
た
ち
の
お
陰

で
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
造
形
作
家
と
し
て
、
で
き
る
こ
と

は
何
か
。

こ
の
こ
と
は
、
私
の
生
涯
に
科
せ
ら
れ

た
責
務
な
の
だ
、
と
自
分
自
身
に
言
い
聞

か
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ラ
イ

フ
ワ

l
ク
と
し
て
の
造
形
作
品
創
作
へ
の

モ
チ
ー
フ
は
、
〈
鎮
魂
》
で
あ
っ
て
、
慰
霊

を
こ
め
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

誓
い
ま
し
た
。

当
時
の
若
い
僚
友
た
ち
が
、
ひ
た
す
ら

国
の
為
と
の
み
信
じ
、
殉
じ
て
い
っ
た
尊

い
姿
に
手
を
合
わ
せ
つ
つ
、
今
日
ま
で
印

年
問
、
創
り
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
叩

年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
こ
と
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
か

つ
て
の
戦
跡
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
へ
ご
遺
族
の

方
た
ち
と
お
参
り
に
行
っ
た
と
き
で
す
。

戦
跡
の
村
で
お
会
い
し
た
若
者
た
ち
(
パ

プ
ア
族
)
が
口
を
揃
え
て
、

「
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
、
日
本
兵
の
軍

服
を
着
て
い
る
亡
霊
に
た
び
た
び
出
会
う

・
:
:
」
と
言
う
の
で
す
。
私
た
ち
戦
場
で

の
体
験
者
が
見
た
の
な
ら
幻
覚
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
作

り
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
と
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
官
で
あ
る
州
知
事
と
の

パ
ー
テ
ィ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
席
上
、

知
事
さ
ん
か
ら
こ
の
よ
う
な
御
挨
拶
が
あ

っ
た
の
で
す
。

「
ょ
う
こ
そ
遠
い
日
本
か
ら
戦
没
者
の

慰
霊
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
供

養
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
既
に
耳
に

さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
印
年
経
っ

た
今
も
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
全
土
の
熱
帯
雨
林

に
は
、
日
本
兵
の
亡
霊
が
さ
迷
っ
て
い
る

と
い
う
噂
が
立
っ
て
い
ま
す
。
私
は
貴
国

の
新
聞
を
時
折
見
ま
す
が
、
靖
国
神
社
参

持
が
ど
う
の
、
外
国
政
府
か
ら
ど
う
言
わ

れ
た
の
と
言
っ
た
記
事
が
話
題
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
も
か
つ
て
は
兵
士
と
し
て
祖

国
の
独
立
戦
争
で
戦
っ
た
だ
け
に
、
こ
ん

な
こ
と
を
耳
に
す
る
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
の
人
た
ち
は
何
を
考
え
て

お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
さ
え
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
た
に
し
ろ
、
戦
争

そ
の
も
の
は
犯
罪
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
は
、

ど
こ
の
国
の
人
た
ち
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
戦
場
で
国
の
た
め
と
の
み
信
じ

て
戦
い
、
殉
じ
て
い
っ
た
兵
士
は
ヒ
ー
ロ

ー
、
す
な
わ
ち
英
雄
で
す
。
戦
没
し
た
英

雄
は
英
霊
な
の
で
す
。
こ
の
点
を
あ
い
ま

い
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ

な
た
た
ち
は
か
つ
て
国
の
た
め
に
殉
じ
て

い
っ
た
英
霊
へ
の
《
鎮
魂
》
を
忘
却
し
て

い
る
の
で
、
霊
が
迷
い
、
未
だ
に
往
生
も

で
き
ず
こ
の
よ
う
な
現
象
が
:
:
:
」

そ
し
て
、
異
邦
人
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
高
官
は
深
々
と
頭
を
垂
れ
て
膜
目
し
、

合
掌
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

美
術
の
味
わ
い
方
と
は
?

こ
の
へ
ん
で
、
少
し
、
私
の
専
攻
し
て

い
る
造
形
美
術
作
品
の
極
く
初
歩
的
な
鑑

賞
、
味
わ
い
方
み
た
い
な
こ
と
を
お
話
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

造
形
作
品
に
は
、
目
で
見
る
、
手
で
触

る
と
い
っ
た
絵
画
の
平
面
、
彫
刻
の
立
体

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
自
分
で

@ 



ど
う
感
じ
受
け
止
め
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

誰
も
が
違
っ
て
い
て
当
然
で
す
。
要
は
、

そ
の
作
品
を
前
に
し
て
感
動
す
る
|
|
。

そ
う
い

っ
た
作
品
に
出
会

っ
た
と
き
乙
そ
、

最
高
の
観
賞
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
美
術

と
は
人
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
こ
そ
最
終

的
な
目
的
と
い
わ
れ
て
い
る
所
以
で
す
。

と
こ
ろ
が
、

「ま
あ
す
ば
ら
し
い
。
あ
な

た
は
随
分
器
用
な
方
ね
え
」
な
ど
と
い
っ

た
、
ほ
め
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
り
し

ま
す
と
、
作
っ
た
本
人
は
、
な
ん
と
も
い

い
よ
う
の
な
い
情
け
な
い
思
い
を
し
て
し

ま
い
ま
す
。
端
的
に
い
え
ば
、
手
の
先
の

器
用
さ
だ
け
で
作
り
あ
げ
た
も
の
は
、
単

な
る
職
人
芸
、
細
工
物
に
す
ぎ
な
い
か
ら

で
す
。
芸
術
作
品
は
作
者
の

〈
こ
こ
ろ
》
が

表
現
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
思
想
性
が
無
け
れ

ば
ま
ず
い
わ
け
で
す
。
鑑
賞
さ
れ
る
と
き

に
は
、
す
べ
て
こ
う
い
っ
た
視
点
で
お
願

い
し
ま
す
。

共
通
の
場
で

「い
の
ち
」
の
本
源
へ

こ
こ
ま
で
、
話
を
す
す
め
て
き
ま
す
と
、

私
の
こ
れ
か
ら
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と

は、

〈
お
お
よ
そ
見
当
が
つ
い
た
よ
。
結
論

と
し
て
、
ほ
ど
よ
く
《
鎮
魂
》
の
必
要
性
を

理
解
し
つ
つ
、
美
術
と
い
う
も
の
を
通
じ

て
こ
れ
か
ら
文
化
的
な
暮
ら
し
を
広
げ
て

い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
・
・・
・
:
、
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
〉
と
い
う
風
に
み
な
さ
ん
予
測
し

て
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
き
ょ
う
の
話
は
、
ま

っ
た
く
、

さ
に
あ
ら
ず
な
ん
で
す
ね
。

い
え
ば
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
お
聞
き

い
た
だ
き
た
い
部
分
な
の
で
す
。

こ
の
演
壇
上
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

近
作
、
四
曲
扉
風
「
被
爆
し
た
私
」
。
ご
覧

の
と
お
り
(
三
四

五
×
二
O
O
セ
ン

@ 

ぱ
く
れ
き

な
ん
で
す
。
左
に
覆
わ
れ
て
い
る
爆
磁
を

よ
く
み
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
中
に
人
の

マ
ス
ク
が

二
つ
流
れ
て
い
ま
す
。
上
の
ほ

う
の
は
、
私
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
く
れ
た

母
で
す
。
そ
の
下
に
見
え
て
い
る
も
う
一

つ
の
マ
ス
ク
は
、
皆
さ
ま
に
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な

っ
た

3
代
前
の
町
田
法
人
会

会
長
で
私
の
兄
、

三
橋
忠
正
で
す
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
絵
が
描
け
た
の

か
と
い
い
ま
す
と
、
私
は
戦
場
で

4
回
も

臨
死
体
験
を
し
ま
し
た
が
、
不
思
議
な
こ

と
に
、
死
の
瞬
間
、
毎
回
決
ま
っ
て
肉
親

の
マ
ス
ク
が
現
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

も
う

一
人
の
自
分
が
私
の
死
を
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
決
し

て
、
フ

ィ
ク
シ

ョ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
ど
な

た
で
も
、
最
期
に
は
間
違
い
な
く
体
験
で

き
る
は
ず
で
す
か
ら
・・・・・・
。

こ
の
作
品
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
感
慨
を
抱
く
:
:
:
、
と
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
な
り
の
鑑
賞
限
で
見
定
め

る
:
:
:
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私

の
描
い
た
目
的
は
こ
れ
で
完
結
す
る
の
で

す
。



私
は
こ
う
い
っ
た
時
点
で
、
表
題
の
「
い

の
ち
」
を
考
え
る
と
い
う
、
未
知
の
世
界

に
気
づ
き
疑
問
を
抱
い
た
の
で
す
。

た
い
へ
ん
失
敬
な
言
い
方
で
す
が
、
こ

こ
か
ら
を
じ
っ
く
り
お
聞
き
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
が
申
し
上
げ
た
い

ポ
イ
ン
ト
な
ん
で
す
か
ら
:

ご
覧
の
と
お
り
私
の
作
品
は
、
こ
こ
に

存
在
し
て
い
る
の
で
す
が
、
全
力
投
球
し

た
私
の
球
は
、
既
に
手
か
ら
離
れ
通
過
し

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
私
か
ら
見

れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
蝉
の
抜
け
殻
」
或
は
「
残

津
」
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
ま
す
。

こ
の
現
象
は
、
お
聞
き
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ま
の
場
合
で
も
、
そ
の
ま
ま
当
て

は
ま
る
は
ず
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
を
立
ち
上
げ
て
お
ら
れ
た
り
、
役
所

で
様
々
な
指
導
を
さ
れ
た
り
、
そ
の
業
績

を
重
ね
残
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
ま
ま
が
、
私
の
「
作
品
」
と
な
ん
ら
変

わ
り
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
じ
っ
く
り
と
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
ご
自
分
の
残
し
て
き
た
業
績
へ

の
、
在
来
の
価
値
そ
れ
自
体
は
、
客
観
的

に
は
評
価
さ
れ
て
い
い
の
で
す
が
、
す
で

に
過
去
の
視
点
上
か
ら
の
存
在
な
の
で
す
。

い
い
意
味
の
内
面
的
な
個
人
主
義
、
自

分
と
い
う
、
「
い
の
ち
の
本
源
」
か
ら
人
間

だ
け
が
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
自
身

の
個
性
」
そ
の
も
の
を
見
つ
め
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。

か
た
ち
も
見
え
ま
せ
ん
。
人
間
は
他
の

動
物
と
違
っ
て
大
き
な
前
頭
葉
を
持
ち
、

右
脳
に
は
創
作
力
そ
の
ほ
か
優
れ
た
能
力

を
秘
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
い

の
ち
」
と
は
、
生
命
力
、
生
命
の
原
動
力
で

あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
〈
私
の
場
合
、

制
作
を
精
神
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く

れ
る
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
に
眠
る
僚
友
た
ち
、

単
な
る
繰
り
返
し
に
明
け
暮
れ
て
い
る
私

に
、
変
革
を
示
唆
し
て
く
れ
た
の
だ
と
感

銘
し
て
い
ま
す
。
〉

私
の
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
右
脳
革
命

の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
自
分
だ
け
が
も
っ
て
い
る
個
性
を
知

る
:
:
:
。
〉
こ
れ
で
発
想
し
て
く
だ
さ
い
。

私
自
身
が
登
山
道
の
入
り
口
に
立
っ
て

見
上
げ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
ろ
で
す
。

お
話
し
た
こ
と
が
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の

受
け
と
め
方
で
、
あ
る
方
向
性
の
ヒ
ン
ト

と
し
て
、
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。
余

談
に
な
り
ま
す
が
、
先
日
、
私
の
講
演
を

聞
い
た
若
い
美
大
の
学
生
さ
ん
が
、
「
先

生
の
話
は
、
希
少
な
戦
争
体
験
に
た
っ
て

の
こ
と
で
す
が
、
僕
た
ち
は
、
の
ほ
ほ
ん

と
し
た
世
情
の
中
で
育
っ
て
き
ま
し
た
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
:
:
:
」
と
い
っ
た
意

味
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

私
の
話
術
は
ま
だ
ま
だ
な
の
だ
な
あ
と
反

省
し
ま
し
た
。
本
日
は
わ
ず
か
印
分
と
い

う
短
時
間
で
し
た
の
で
、
少
し
、
は
し
よ

り
す
ぎ
た
と
思
い
ま
す
。
煙
に
巻
か
れ
た

思
い
を
さ
れ
た
の
で
は
と
恐
縮
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
終
始
、
訳
の
分
か
ら
な
い

話
を
聞
き
上
手
の
皆
様
に
助
け
て
い
た
だ

い
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も
う
少

し
突
っ
込
ん
だ
と
こ
ろ
を
中
心
に
据
え
て
、

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
合
い
が
で
き
れ
ば

と
:
:
:
。
次
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
み
つ
は
し
く
に
た
み
)

@ 



町
田
市
長
と
の
市
政
懇
談
会
が

7
月

お
日
に
ホ
テ
ル
ラ
ポ
ー
ル
干
寿
閣
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

寺
田
市
長

法
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町
田

市
政
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
様
で
、

大
き
な
事
故
も
な
く
問
題
な
く
推
移
し
て

お
り
ま
す
。

八
木
会
長

税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
法
人
会

と
町
田
市
長
と
の
市
政
懇
談
会
も
、
今
年

で

3
回
目
に
な
り
ま
す
。
お
忙
し
い
中
を
、

市
長
に
ご
出
席
頂
き
、
会
員
企
業
と
町
田

市
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
再
認
識
し
て
頂

き
、
有
意
義
な
場
と
し
て
く
だ
さ
い
。

市
政
の
取
り
組
み
で
は

1
、
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
の

で
促
進
し
ま
す
。

@ 

2
、
高
齢
・
少
子
化
に
向
け
て
行
政

を
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
に
は
、
介
護
保
険
等
の
充
実
。

少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
子
育
て
の
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
不
足

し
て
い
る
保
育
園
を
作
り
、
こ
の
問
題
を

2
年
位
で
解
消
し
て
い
き
た
い
。
他
市
に

比
べ
て
、
財
政
が
良
い
の
で
何
と
か
や
っ

て
行
け
ま
す
。

3
、
人
口
が
増
え
、
現
在
、
お
万

3

千
人
と
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、
年
間
で

7
千
人
も
増
え
ま
し
た
。
ま
た
子
供
の
数

も
、
小
学
校
の

1
年
生
が
削
人
位
増
加
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
近
年
に
な
い
傾
向
で
す
。

4
、
海
外
都
市
の
視
察

最
近
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

の
ス
イ
ス
(
ベ
ル

ン
)
と
イ
タ
リ
ア
(
ミ
ラ
ノ
)
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。

北
散
は
、
福
祉
の
先
進
国
で
す
が
ス
イ

ス
、
イ
タ
リ
ア
は
少
し
落
ち
る
よ
う
で
す
。

ど
こ
に
行

っ
て
も
、
日
本
人
の
観
光
客



が
多
く
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ど
う
し

て
、
日
本
は
不
景
気
な
の
か
不
思
議
な
く

ら
い
で
し
た
。

-
イ
タ
リ
ア

車
が
非
常
に
多
く
道
路
に
い

っ
ぱ
い
で
、

駐
車
の
状
況
も
悪
い
。
街
は
落
書
き
が
多

く
汚
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

働
く
女
性
が
増
え
た
た
め
少
子
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
(
出
生
率

日

本

川

人

イ
タ
リ
ア
:
は
人
)

-
ス
イ
ス

美
し
い
国
で
す
が
、
環
境
に
対
し
て
厳

し
い
規
制
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
高
齢
化

に
対
す
る
施
策
は
日
本
の
方
が
進
ん
で
い

る
と
感
じ
と
り
ま
し
た
。

5
、
現
在
の
日
本

@
経
済

不
景
気
の
根
源
は
、
高
齢
・
少
子
化
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
が
増
え
て
も

経
済
に
元
気
が
で
な
い
。
新
生
児
が
増
え

な
い
と
ベ
ビ

l
産
業
は
盛
り
あ
が
ら
な
い
。

人
口
が
減
る
こ
と
は
環
境
面
で
は
良
い
が、

経
済
的
に
は
不
都
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
ま
は
不
良
債
権
の
解
消
が

必
要
で
す
。
し
ば
ら
く
は
我
慢
を
す
る
ご

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

-
虐
待

女
性
や
児
童

へ
の
虐
待
が
増
え
て
い
ま

す
。
町
田
市
で
も
、
児
童
の
虐
待
死
が
あ

り
ま
し
た
。
暴
力
を
ふ
る
う
、

家
庭
の
崩

壊
、
対
応
の
遅
れ
等
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

....11 

全
国
で
も
、

池
田
小
学
校
や
、
明
石
の

花
火
大
会
で
の
事
故
な
ど
で
小
さ
な
子
の

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
に
と

っ
て
受

難
の
時
代
で
あ
り
ま
す
。

情
報
を
取
り
合

っ
て
対
応
し
て
い
き
た

6
、
今
後
の
町
田
の
公
共
事
業

・中
心
街
の
道
路
が
来
年
完
成
し
ま
す
。

・
鶴
川
駅
前
の
都
市
計
画
道
路
が
出
来
、

駅
前
に
市
の
公
共
施
設
を
作
り
ま
す
。

・鶴
川
中
学
校
が
来
年

3
月
に
完
成
。
跡

地
に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

・
相
原
駅
の
橋
上
化
に
伴
い
、
西
側
を
整

備
し
ま
す

0

・
市
内
の
駅
に
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
設
置
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

-
I
T

(イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
)
化
に
向
け
て
、

パ
ソ

コ
ン
の
講

習
会
を
実
施
し
ま
す
。

・ゴ

ミ
と
ハ
イ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
離
化

を
進
め
ま
す
。

・
市
役
所
の
移
転
を
進
め
ま
す
。

@ 



地区会の

つ事

小
川
・
つ
く
し
野
地
区
会

税
務
研
修
会

「暮
ら
し
の
中
の
身
近
な
税
金
」

Q
U
同
円

q
u
ロハ【

つ
く
し
野
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て

暮
ら
し
の
中
の
身
近
な
税
金
と
し
て
、

《
ロ
l
ン
で
家
を
買

っ
た
時
》《
従
業
員
の

慰
安
旅
行
費
用
》《
海
外
渡
航
費
用
》《
渡

切
り
の
交
際
費
V

〈
社
内
社
外
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
費
用
》

《
社
内
で
の
幹
部
会
議
後
の

飲
食
費
》《
創
立
記
念
行
事
の
費
用
と
お

祝
い
金
V

な
ど
、
日
頃
あ
い
ま
い
に
し
て

い
た
節
税
対
策
や
、
税
の
仕
組
み
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
た
と
参
加
し
た
方
々
の
声
が

聞
け
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
て
良
か
っ

た
と
感
想
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

宗
本
統
括
官
、
椎
野
上
席
審
理
官
、
お

ふ
た
方
と
も
大
変
熱
心
に
私
共
と
接
し
て

下
さ
り
、
頭
の
下
が
る
思
い
が
致
し
ま
し

た
。司

会
進
行
の
伊
田
さ
ん
の
お
か
げ
で
始

@ 

め
か
ら
終
わ
り
ま
で
な
ご
や
か
に
進
み
ま

し
た
。
千
葉
さ
ん
の
挨
拶
も
参
加
さ
れ
た

方
の
心
を
な
ご
ま
せ
ま
し
た
。

午
後

6
時
か
ら

2
時
間

ω分
、
決
し

て
長
く
感
じ
さ
せ
な
い
研
修
と
な
り
ま
し

た
。小

川
・
つ
く
し
野
地
区
会
は
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
法
人
会
の
活
動
に
が
ん
ば
り
ま

す
こ
と
を
お
約
束
致
し
ま
す
。

(
山
下

守
雄
)

中
町
地
区
会

法
律
研
修
史
瓦

「ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
相
続
」

中
町
地
区
会
で
は
、
昨
年
日
月
に
も
お

願
い
致
し
ま
し
た
、
弁
護
士
の
青
木
孝
先

生
を
お
招
き
し
、
法
律
研
修
会
パ

l
卜

2

と
し
て

7
月
幻
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

相
続
に
つ
い
て
の
前
提
知
識
と
し
て

・相
続
は
プ
ラ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
マ
イ

ナ
ス
も
あ
る
。



-
そ
の
人
が
持

っ
て
い
る
物
、
す
べ
て
該

当
す
る

0

・相
続
は
親
子
だ
け
で
は
な
い
。
(
上
下
関

係
と
横
か
ら
も
あ
る
)

・死
ん
だ
瞬
間
に
相
続
人
と
な
る
。

発
生
し
て
か
ら
叩
ヶ
月
以
内
に
税
務

署
へ
の
申
告
。
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
、

3

ヶ
月
以
内
に
家
庭
裁
判
所
へ
申
し
立
て
る

方
法
が
あ
る
。
そ
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て

手
続
き
は
異
な
る
。

残
す
側
と
し
て

・遺
言
書
は
自
由
だ
が
、
後
の
事
を
考
え

た
ら
、
あ
っ
た
方
が
良
い

0

・遺
言
書
に
は
、
自
筆
証
書
遺
言
と
、
公
正

証
書
遺
言
が
あ
る
。
(自
筆
証
書
は
偽
装

が
あ
り
、
争
い
が
多
い
。
)

様
々
な
実
例
を
上
げ
な
が
ら
の
お
話
は
、

聴
い
て
い
る
皆
さ
ん
も
自
分
の
立
場
に
置

き
か
え
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
時
代
に
な

っ
て
、
呆
け
て
か
ら
の
遺
言
書
は
判
断
が

む
ず
か
し
い
と
の
事
で
、

元
気
な
う
ち
に

書
い
て
お
か
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
と
添
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
夫
妻

で
お
互
い
に
書
き
合
う
の
も
良
い
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

大
変
聞
き
取
り
ゃ
す
い
話
し
方
で
、
時

間
が
経
つ
の
が
早
く
、
も

っ
と
お
聞
き
し

た
い
思
い
で
し
た
。

研
修
会
は
、
他
の
地
区
会
か
ら
の
参
加

者
も
あ

っ
て
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

(宮

和
子
)

弁護士の青木先生

@ 



あなたの

で
出

来
春
完
成
を
目
指
し

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
日

まちだテクノパーク

東
京
都
に
よ
る

《
町
田
市
相
原
・
小
山

土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
・
企
業
団
地
共

同
施
設
取
得
事
業
》
に
関
連
し
、
平
成

9

年
、
町
田
商
工
会
議
所
内
に

〈
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
相
原
・
小
山
地
区
業
務
ゾ
ー
ン

進
出
懇
話
会
〉
が
設
立
さ
れ
、
平
成
叩
年

4
月
、
参
加
す
る
企
業
を
募
り

〈
多
摩
業

務
ゾ

ー
ン
進
出
研
究
会
》
が
発
足
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
什
年

4
月
に

〈
多

摩
高
度
化
準
備
組
合
》
に
移
行
し
、
平
成

ロ
年

7
月
〈
多
摩
高
度
化
事
業
協
同
組
合
》

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
「
中
小
企
業
に
お

け
る
創
造
的
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
」
(
創
造
法
)
の
認
定
を
受

け
、
固
と
都
に
よ
る
構
造
改
善
高
度
化
事

業
と
し
て
利
用
で
き
る
組
合
と
な
り
、
工

事
着
手
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

目
指
す
工
業
団
地
は

、
切
削
加
工

、
塑

性
加
工

、
組
立
な
ど
の
い
わ
ば
在
来
型
企

業
で
あ

っ
て
も
、
高
い
技
術
を
有
す
る
企

業
が
基
盤
を
作
り
、
ソ
フ
ト
産
業
や
電
子
・

光
等
の
新
技
術
分
野
に
挑
戦
す
る
企
業

が
世
界
に
向
け
た
情
報
の
窓
口
に
な
る

@ 

平成15年度見込約200億円

i 会員を紹介します。ご寄稿には、事務局宛ご一報ください。次回の発行は12月予定です。 I 

と
云
う
、
双
方
、が
有
機
的
に
結
び
つ
い
た

活
力
あ
る
企
業
集
団
(
新
産
業
ミ

ッ
ク
ス
)

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

殆
ど
の
企
業
が
団
地
内
に
本
社
を
置

き
ま
す
の
で
、
ま
た
法
人
会
メ
ン
バ
ー
が

増
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

まちだテクノ/'¥ーク

多摩高度化事業協同組合 (理事長;深還

最終23社

多摩ニュータウン相原・小山地区業務ゾーン地区内

28.790m2 

18，000m2 

75億円

約450名

直近約130億円

事業主体

参加企業数

場所

土地面積

建物延床面積

総事業費

総従業員数

参加企業総売上高



俳句の部

電 助
柱け (
臼 て き空

き~放 特耐*
古つ要量
お庭?=
街宣i橋

夏固
に民

矢
沢

鮎手
のを
川 合

は
せ

(株
)
提
ビ
ル

J是

添
う
石
怖
の
泣
き
笑
い

紅
ひ
く
も
老
い
を
素
直
に
白
日
傘

知
町

や

(
株
)
三
興

渋
谷

北
国
は

稲
の
花
ど
き

お
き
ざ
り
晩
夏

水
光
る

昏
れ
む
と
す

彩
の
雲

(
株
)
日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

丸
山

水
源
に

凪
ぐ
海
や

辿
れ
ば
晩
夏
の

二
両
列
車
の

大
地
沢

窓
の
秋

(
有
)
理
容
ひ
か
る

夏
空
へ

我
が
生
家

凧 漂
1のと
中 ι肝

ハツエ

球
児
は
集
、
つ

夏
草
茂
る

武
敏
栄清

藤
夫

(
有
)
シ
マ
ノ

稲
光
り

富
士
く
っ
き
り
と

サ
ル
ビ
ア
の
町
昏
れ
な
づ
む

夏病
み床

丈に
一二
日
月
や

片
隅
で

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

長詩
型干，

浮
び
け
り

夕
明
り

東
{傑

付
予 6

1雪
の

人
の
夏

丸
昭
シ
ル
ク
(
株
)

怖
い
の
残
り
し

タ
ン
ゴ
を
踊
る

(
株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

ト
ン
ネ
ル
の

か
り
ん
の
実

い
つ
き
て
も

稲
荷
社
の

遼
会
釈

口
へ
の
{子

堀
内

ワ
ル
ツ
か
な

秋
の
宵

主
方

い
よ
子

短
歌

俳
句
欄

視
野
に
ふ
く
ら
む
秋
の
海

数
へ
て
ゐ
た
り
か
く
れ
ん
ぼ

(
株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

涼
が
拾
え
る

し
つ対l

ま語
る 興
ネ兄T業

詞4有

(
有
)
す
ず
か
け
商
事

紅
の
香
匂
ふ

中
村

ト
セ
子

橋
の
上

神
蔵夏

野
菜

友
井

染
浴
衣

好
子

節
子

判
子

玉
江好

- 0 ..・..............・・ ・・・・・・・・ー ーー ーー ーーー .---.. .ーー ーー ーー ーー・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・.........・・・・ ・・・・ ・・・・・・・ ・・ ・・・ ・・・・ ・.

白
井
産
業
(
株
)

梅
雨
明
け
て

雲
一つ
な
き

(
有
)
高
梨
肉
庖

く
ち
な
し

綿
一す
の

匂
ひ
運
び
し

富
士
交
通
(
有
)

雨
を
呼
ぶ

む
ら
さ
き
競
う

(
有
)
う
ち
だ

夏
休
み

九
の
段
の
九
九

(
有
)
千
石
屋

頬
杖
の

目
つ
む
り
て

(
有
)
協
同
電
気

つ
ぎ
つ
ぎ
と

日
焼
け
に
な
り
し

短
歌
の
部

(
株
)
飯
田
機
械
産
業

白
井

風
の
原

高
梨

白
南
風

-=l=c 

イむ 口

首 川
Eヨ

蒲

内
田

す
ら
す
ら
と

高
橋

白
蓄
額
匂
ふ

11伴
相1I

富
美
子

砂
山
へ

飯
田

宵
閣
の
底
に
せ
せ
ら
ぐ
野
の
川
に

畿
が
写
り
ひ
く
く
飛
び
交
ふ

柚
子
の
香
の
渡
る
風
呂

に

身

を

沈

め

夕
日
に
光
る
海
を
見
晴
ら
す

照
子

短歌・俳句をお寄せください。ご寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は12月予定です。 I 

ナ
ヲ

良
子

正
予

初
枝

重
利

@ 



， • 
主ム

口

源泉部会・研修会

「源泉徴収の基礎知識」

さが

Ei本
し計年

そ円 z
事 1
務回
局源
会泉
議部
室会
で研
開修
催会

ま
ず
三
橋
源
泉
新
部
会
長
が
挨
拶
の
あ

と
、
こ
の
た
び
着
任
さ
れ
た
町
田
税
務
署

岩
崎
副
署
長
が
ご
挨
拶
。
研
修
は
西
出
法

人
第

2
統
括
官
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、

『源
泉
徴
収
の
基
礎
知
識
』
と
題
し
、
①
税

額
表
の
見
方
②
パ

l
卜
収
入
と
配
偶
者

控

除

③

「2
段
階
税
率
の
適
用
」
等
に

つ
い
て
具
体
例
を
交
え
な
が
ら

1
時
間

半
に
わ
た
り
熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
基
礎
知
識
に
関

す
る
研
修
が
部
会
員
の
要
望
と
し
て
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
た
せ
い
か
、
当
日
は
各
事

業
所
の
実
務
担
当
の
方
を
中
心
に
訂
名

の
方
が
受
講
さ
れ
会
議
室
が
満
室
と
な
り

ま
し
た
。

研
修
の
中
で
西
出
統
括
官
は
「
会
員
の

皆
さ
ん
に
税
法
を
理
解
し
て
頂
き
、
正
し

い
節
税
を
し
て
頂
く
た
め
に
私
ど
も
は
聞

か
れ
た
税
務
署
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
気
軽
に
税
務

署
に
お
出
で
頂
く
か
、
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
好
評
だ

っ
た
今
回
の
テ

l
マ

を
更
に
実
務
的
に
研
修
す
る
予
定
で
す
。

@ 

三橋新部会長



青年部会・定期総会

「今年度の活動の方向性を討論する」

A
せ

月
初
日
、
ホ
テ
ル
ラ
ポ

ー
ル
千

寿
閣
に
お
い
て
、
第
辺
回
定
期
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
構
成
は
、
第

1
部

青
年
部
会
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
第

2
部

定
期
総
会
、
第

3
部
懇
親
会
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

第

1
部
の
青
年
部
会
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
総
会
で
は
始
め
て
の
試
み
で
す
。

〈研
修
〉
〈
貢
献
〉
〈
活
性
化
〉
の

3
つ
の
テ

ー
マ
を
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

最
近
幾
度
と
な
く
、
青
年
部
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
税
務
署
の
方
や
本
部
の
役
員

の
方
と
懇
談
の
場
を
設
け
話
し
合
っ
て
き

ま
し
た
。
着
実
に
進
展
は
し
て
い
る
も
の

の
、
毎
回
明
確
な
答
え
が
出
る
ま
で
に
は

至
ら
ず
時
間
切
れ
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

時
代
の
推
移
と
共
に
会
や
部
会
の
方
針
の

修
正
が
必
要
で
は
な
い
か
?
自
分
た
ち

の
仕
事
に
生
か
せ
る
活
動
は
で
き
な
い
か
?

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
部
会
の
会
員
増
強
や

部
会
の
活
性
化
が
で
き
な
い
か
?
確
か

に
簡
単
に
答
え
を
出
す
に
は
難
し
い
問
題

で
す
。

そ
こ
で
、
特
に
以
前
か
ら
話
題
に
な
っ

て
い
る

〈研
修
〉

〈
貢
献
〉
〈
活
性
化
〉
に
焦

点
を
絞
り
討
論
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
あ
っ
と

い
う
聞
に

1
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
沢
山
の
意
見
が
集
ま
り
ま

し
た
の
で
そ
の
中
か
ら
幾
つ
か
紹
介
し
ま

す
。デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
第

2
部
の

定
期
総
会
に
移
り
ま
し
た
。
総
会
で
は
滞

り
な
く
全
議
案
が
承
認
さ
れ
無
事
終
了
し

宇品
7
レ
七
九

。

青年部会ではテーマごとに分かれて討論会をしました

テ
ー
マ
*
研
修

・
成
功
し
た
人
の
苦
労
話
、
失
敗
談
、
逆
の

成
功
例
や
秘
訣
に
つ
い
て
の
講
演
。

・会
員
の
会
社
に
行

っ
て
異
業
種
の
仕
事

を
実
際
に
体
験
し
て
み
る
。

・
毎
月
の
定
例
役
員
会
で
会
員
の
置
か
れ

て
い
る
業
界
の
現
状
や
問
題
点
を
話
し
て

d
b
r
っ、っ
。

テ
ー
マ
*
貢
献

・
や
は
り
法
人
会
に
お
け
る
〈
貢
献
〉
と
は
、

地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
活
動
に
な
る
の
で
、

当
面
は
福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
参
加
に
な
る
。

問
題
は
、
い
か
に
会
員
に
負
担
を
か
け
ず

に
行
う
か
。

・時
代
背
景
を
考
慮
し
て
福
祉
パ
ザ

l
以

外
で
の
貢
献
活
動
を
模
索
す
る
。

かあ足・ 吋

がりし君 事-1
B泊三花 L
、、何活 と札マ
すに性は t~
。部化二 ;舌
会委守 容性 !
玄員ま!化主
盛令皮
り C か
上のら
げテ 部
て|会
い マ で
くで発

-
定
例
役
員
会
の
報
告
事
項
は
手
短
に
済

@ 



ま
し
、
毎
回
テ

l
マ
を
用
意
し
活
発
な
意

見
討
論
を
行
、つ

0

・
す
べ
て
の
会
員
が
参
加
し
や
す
い
、
ま

た
興
味
を
持
て
る
、
魅
力
の
あ
る
会
と
は

何
か
を
見
つ
け
た
い
。

女
性
部
会
・
定
時
総
会

「
第
羽
田

定
時
総
会
開
催
」

信
用

初
固
定
時
総
会
が
、
去
る

5
月

凶
日
、
ホ
テ
ル
ラ
ポ
1
ル
千
寿
閣
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奥
主
幹
事
の
司
会

に
よ
り
進
め
ら
れ
、
親
会
、
税
務
署
か
ら

も
御
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
女
性

部
発
足
以
来
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、
鈴

木
英
正
顧
問
も
お
い
で
い
た
だ
き
、
総
会

を
見
守

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

議
事
は
、
第

1
号
議
案
よ
り
、
第

5
号

議
案
ま
で
無
事
に
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。

特
に
本
年
は
、
役
員
の
改
選
が
あ
り
ま

し
た
。
長
い
間
役
員
を
し
て
下
さ
っ
た
、

島
野
好
子
さ
ん
が
退
陣
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

感
謝
を
こ
め
て
花
束
を
贈
ら
せ
て
項
き
ま

し
た
。
私
は
、
部
会
長
の
役
は
お
断
り
申

し
上
げ
た
の
で
す
が
、

2
年
後
は
上
手
に

役
員
の
引
継
ぎ
が
出
来
る
よ
う
準
備
期
間

を
取
る
と
い
う
事
で
今
期
は
お
受
け
致
し

ま
し
た
。
未
熟
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
の
事
業
活
動
は
、

初
心
者
に
よ
る

パ
ソ

コ
ン
講
習
会
や
、
永
平
寺
道
元
禅
師

稚
髪
像
の
見
学
研
修
、
市
川
法
人
会
女
性

部
会
と
の
交
流
会
等
会
員
の
皆
様
の
協
力

で
実
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
も
事
業

計
画
に
基
づ
き
ま
し
て
、
新
役
員

一
同
力

を
合
わ
せ
て

一
生
懸
命
勤
め
さ
せ
て
い
た

@ 
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調

だ
き
ま
す
。
今
年
か
ら
親
会
と
の
連
携
を

更
に
深
め
る
た
め
に
、
研
修
委
員
会
と
広

報
委
員
会
の
委
員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
八
木
会
長
と
土
屋
統
括
官
の

御
挨
拶
で
、
女
性
部
会
の
活
動
の
充
実
と

親
会
へ
の
協
力
、
税
の
理
解
者
と
し
て
研

修
を
と
御
祝
辞
を
項
き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
鈴
木
上
席
指
導
官
に
よ

る
、
平
成
日
年
度
税
制
改
正
の
説
明
が
行

わ
れ
、
贈
与
税
の
基
礎
控
除
の
引
き
上
げ

や
、
小
規
模
宅
地
等
の
相
続
税
の
特
例
が

耳
に
残
り
ま
し
た
。

(神
蔵
玉
江
)

部会
便

社間jま人的環法人会女性総会

第20盟霊時総会

講
演
会

第
三
部

捻

会
の
第

3
部
は
科
学
者
の
有
賀

v
・4

，FE

文
章
先
生
を
お
招
き
し
て

「
幻
世
紀
の
人

と
水
」

「
蜜
蜂
の
不
思
議
」
の

2
題
目
に
つ

い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
ず
水
の
こ
と
は
、
現
在
水
の
汚
染
が

世
界
的
規
模
で
進
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
汚
染
を
い
か
に
く
い
止
め
る
か
、
水

道
水
を
よ
り
安
全
に
す
る
た
め
の
工
夫
と

は、

:・
等
の
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

大
変
に
難
し
い
テ

l
マ
と
内
容
で
、
講

演
を
聞
い
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
結
論

が
出
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
せ
め
て
自
分

に
出
来
る
こ
と
は
、

。
水
道
水
の
卜
リ

ハ
口
メ
タ
ン
を
除
去
す
る
た
め
、
2

1
3

時
間
水
道
水
を
汲
み
置
き
し
て
か
ら
飲
料

水
に
す
る
。

。

水
を
汚
さ
な
い
た
め
生

活
雑
排
水
を
極
力
減
ら
す
こ
と
の
ふ
た
つ

く
ら
い
で
す
が
、
子
孫
に
少
し
で
も
き
れ

い
な
水
を
残
す
べ
く
、
非
力
な
が
ら
も
こ

の
ふ
た
つ
を
実
行
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

次
に
蜜
蜂
で
す
が
、
こ
れ
も
自
然
界
と

人
間
と
の
密
接
な
関
係
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
花
が
咲
く
、
蜂
が
飛
ぶ、

す
る

@ 



と
さ
ら
に
花
が
増
え
る
、

実
を
結
ぶ
沢
山

の
蜂
蜜
が
出
来
る
。
そ
の
蜂
蜜
を
人
聞
が

横
取
り
し
て
食
す
る
。
横
取
り
さ
れ
る
と
、

蜂
は
大
騒
ぎ
で
蜜
を
集
め
る
。
さ
ら
に
花

が
増
え
る
、

:・
こ
の
仕
組
み
の
繰
り
返
し

な
の
だ
そ
う
で
す
。

講
演
途
中
に
、
先
生
御
自
身
が
前
日
に

搾

っ
た
肌
%
ピ
ュ
ア
の
蜂
蜜
を
試
食
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
色
々
な
花
の
蜜
か
ら

の
蜜
蜂
で
百
花
蜜
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。

お
昧
は
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

蜜
蜂
は
農
薬
等
が
か
か
っ
た
花
の
蜜
は
巣

に
持
ち
帰
ら
な
い
習
性
を
持

っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
従

っ
て
蜂
蜜
は
完
全
に
近
い
無

農
薬
の
食
品
と
い
う
ご
と
に
な
る
わ
け
で

し
て
、

美
し
さ
と
健

康
を
保
つ
た
め
、
蜂

蜜
を
大
い
に
食
し
て

み
た
い
も
の
で
す
。

(
内
田
正
子
)

有賀先生の

わかりやすい話

@ 

女
性
部
会
・
普
通
救
命
講
習
会

「
救
い
た
い
そ
の
と
き
役
立
つ

ハ
h
U

月

日
日
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
和

室
に
お
い
て
、
普
通
救
命
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
中
、
青
年
部
会
の
方
々
を

含
め
初
名
近
い
参
加
が
あ
り
、
町
田
消
防

署
警
防
課
の
伊
部
司
令
補
と
女
性
の
署
員

に
よ
り

2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
実
地
訓

練
を
し
ま
し
た
。

人
形
を
使
っ
て
、
人
口
呼
吸
や
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
中
心
に
全
員
が
実
際
に

体
験
し
て
み
ま
し
た
。

見
て
い
る
と
簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、

人
口
呼
吸
に
し
で
も
な
か
な
か
息
が
吹
き

込
め
ず
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
同
じ
強

さ
で
閉
じ
間
隔
で
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
の
で
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
が
良
く
わ

か
り
ま
し
た
。

で
も
、
手
を
出
さ
ず
に
見
て
い
る
だ
け

よ
り
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
ほ
ん
の
数

分
で
も
、
そ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
り
命
が

助
か

っ
た
例
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。

応
急
手
当
」

真剣に聞き入る女性部会員の皆さん

質
疑
応
答
は
、
活
発
に
出
さ
れ
、

些
細

な
こ
と
か
ら
、
身
近
な
こ
と
な
ど
、
知
つ

て
い
る
と
た
め
に
な
る
こ
と
を
た
く
さ
ん

聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

後
日
、
参
加
者
全
員
に
「
救
命
技
能
認

定
証
」
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

(
南
地
区
役
員
)



委
員
会
か
ら
の

厚
生
委
員
会

申
込
者
数
過
去
最
高

今
国
間
名
が
受
診

生

活

習

慣

病

(成
人
病
)健

診

実

施

5
月
お
日

-m日
の
両
日
、

一
日
人
間

ド
ッ
ク
形
式
の
生
活
習
慣
病
健
康
診
断
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
会
の
福
利
厚
生
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
定
着
し
て
き
た
こ
の
健
康
診
断
、
毎

回
の
こ
と
で
す
が
、

会
場
提
供
者
の
ご
協

力
と
(
財
)
全
日
本
労
働
福
祉
協
会
健
診

セ
ン
タ
ー
の
ご
支
援
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。平

成

9
年

1
月
に

ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
、
平
成
凶
年
度
か
ら
は
毎
年
定
期
的
に

f抑制岬符蹴ト

鰯輔W 品崎努敬

5
月
・
日
月
に
そ
れ
ぞ
れ

2
日
間
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
健
診
か
ら
女
性

を
対
象
と
し
た
超
音
波
検
査
(
主
婦
健
診
)

が
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
新
た
に
加
わ

り
、
さ
っ
そ
く
ロ
名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
受
診
者
総
数
は
別
名
で
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
の
傾
向
と
し

て
、
定
期
的
に
受
診
さ
れ
る
方
が
増
え
て

お
り
、
よ
り
多
く
の
方
が
自
ら
の
健
康
管

理
に
留
意
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
、
大

変
好
ま
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
事
業
は
毎
年
春

(
5
月
)

と
秋
(
日
月
)
に
そ
れ
ぞ
れ

2
日
間
、
継
続

し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

健
康

管
理
の
た
め
、
体
調
の
異
状
は

『早
期
に

発
見
」
そ
し
て

『早
期
治
療
』
に
つ
と
め
た

い
も
の
で
す
。

田
中
新
厚
生

委
員
長
の
も
と
、

今
年
度
第
1
固
共
済
制
度

連
絡
協
議
会
を
開
催

田
中
副
会
長
が
厚
生
委
員
長
を
兼
務
さ

れ
る
乙
と
に
な
っ
て
、
最
初
の
共
済
制
度

連
絡
協
議
会
が
制
度
受
託

3
社
の
参
加

を
得
て

7
月

9
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
の
実
績
、
今
年
度
の
計
画
を
確

認
し
た
後
、

制
度
受
託

3
社
の
推
進
員
や

代
理
屈
の
具
体
的
な
推
進
方
法
と
、
法
人

会
側
の
対
応
等
に
つ
い
て
、

細
部
に
わ
た

り
相
互
に
真
剣
に
話
し
合
う
時
間
が
設
け

ら
れ
有
意
義
な
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
大
型
保
障
制
度
が
発
足

し
て
初
年
、
こ
の
機
に
新
規
・
追
加
を
含

め
全
体
で
山
件
の
目
標
を
定
め
、
加
地

区
会
そ
れ
ぞ
れ
に
按
分
す
る
方
法
で
目
標

達
成
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

@ 



PC簿記が充実して…-
実務に役立つ講習会を目指して実施しています

研
修
委
員
会

延
べ
参
加
者
数
は
別
名

平
成
口
年
度
の
講
習
会
は
、

5
月
叩

日
の
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会
を
皮
切
り
に

実
務
簿
記
講
習
会
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
好
評
の
法
人

税
申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
は

5
月
日

日
に
町
田
税
務
署
の
ご
協
力
で
開
催
し
ま

『
レ
私
ん
。一

方
、
決
算
期
を
迎
え
る
法
人
を
対
象

と
す
る
決
算
法
人
税
務
説
明
会
や
、
新
た

に
法
人
を
設
立
さ
れ
た
方
を
対
象
と
す
る

新
設
法
人
税
務
説
明
会
を
町
田
税
務
署
と

共
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

2
回
目
の

パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会
は
、

目
的
を
明
確
に
し
て
実
施

簿
記
講
習
会
で
は
、
普
段
パ
ソ

コ
ン
を

使

っ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た

〈
パ
ソ

コ

ン
簿
記
講
習
会
》
と
、
元
帳
と
電
卓
を
使

い
な
が
ら
体
で
お
ぼ
え
る

〈
実
務
簿
記
講

習
会
V

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ

コ
ン
簿
記
講
習
会
で
は
、
仕
訳
を

パ
ソ

コ
ン
に
入
力
す
る
と
元
帳
や
補
助
簿

な
ど
が
更
新
さ
れ
、
精
算
表
ま
で
ボ
タ
ン

ひ
と
つ
で
作
成
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
仕

組
み
を
解
説
し
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で
会

計
を
処
理
す
る
と
き
の
誤
り
や
す
い
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
実
務
簿
記
講
習
会
は
、
元
帳
や
精

算
表
の
作
成
を
手
作
業
で
お
ぼ
え
て
い
き

ま
す
。
例
題
か
ら
、
仕
訳
↓
元
帳
へ
の
転

記
↓
精
算
表
の
作
成
と
簿
記
の
流
れ
に
沿

っ
て
分
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
講
習
会
は
、
簿
記
の
基
礎
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
仕
訳
の

処
理
の
仕
方
か
ら
決
算
書
を
つ
く
る
ま
で
、

実
務
レ
ベ
ル
で
役
立
つ
内
容
で
す
。

@ 

第

2
固
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

A
B
程
・

5
月
叩
日
か
ら

6
月
刊
日

B
日
程
・

6
月
引
白
か
ら

7
月
お
日

(各
6
E
)

延
べ
参
加
数

U
名

PC簿記・奥津先生

-
受
講
者
の
声
・

0
今
日
、
初
め
て
経
理
の
勉
強
を
し
た
の
で
と
て

も
難
し
く
感
じ
ま
し
た
。
初
め
て
聞
く
言
葉
も

多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
お
ぼ
え
て
い
き
た

い
。
(
初
回
)



の
rlf orrrlatic}ri 

。
復
習
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
、
前
回
の
講
習
と
つ

な
が
り
分
か
り
ゃ
す
か
っ
た
で
す
。
(2
回
目
)

O
仕
訳
の
コ

ツ
が
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
(
4
回
目
)

O
パ
ソ

コ
ン
に
入
力
す
る
時
は
、
間
違
い
が
な
い

よ
う
に
何
度
も
確
認
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

。
仕
訳
か
ら
入
力
し
て
、
会
計
ソ
フ
ト
が
体
験
で

き
、
よ
か
っ
た
で
す
。
ほ
か
の
会
計
ソ
フ
ト
も

体
験
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

(5
回
目
)

。
最
初
は
経
理
の
こ
と
は
何
も
分
か
ら
ず
、
不
安

で
い

っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
今
日
ま
で

つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
早
く

慣
れ
て
自
分
の
も
の
に
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
(
最
終
回
)

第
お
回
初
心
者
の
た
め
の

実
務
簿
記
講
習
会

延 5
べ月

参 16
tm日
宮F か

120ら
名 7

月
18 
日

10 
回

修
了
者
名
簿
(
竹
山
名

敬
称
略
)

(有
)
勝
一

(株
)
T
-
Y
-
U
総
合
設
計

諸

星

裕

美

浜
口
紀
美
子

(株
)
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(有
)
ウ
ィ
ス
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ

(有
)
青
木
ガ
ラ
ス
建
工
社

(株
)
町
田
ベ
イ
ヒ

(有
)
相
和
工
業

五
陽
建
設

(株
)

(学
)
玉
川
学
園

(
株
)
内
藤
電
誠
町
田
製
作
所

(有
)
オ
リ
エ
ン
ト
ハ
ウ
ス

大
〈
〈
口
工
業

(株
)

(有
)
東
屋

.1.'1".. ' 
)!，、ふも

」

2
一J
可

B
f
H
t
へ

炉

，・、

石
田

三山相青高
好田馬木橋

卜 喜
ム 重松
子悟子江

徹
也

河

野

絵

理

中
塩
屋
智
子

佳
代

広
重

綾
子

河大松
合谷田

春
奈

-
受
講
者
の
声
・
"

。
税
理
士
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
す
る
だ

け
な
の
で
、
経
理
と
は
、
税
と
は
何
か
7

等
に

つ
い
て
あ
る
程
度
専
門
的
な
と
こ
ろ
を
初
歩

か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
(初

回
)

O
日
常
業
務
の
中
で
発
生
し
て
い
る
事
項
が
多

か
っ
た
の
で
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
(4
回
目
)

O
本
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か

っ
た
所

も
、
先
生
が
毎
回
自
作
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
が
分

か
り
ゃ
す
か

っ
た
の
で
、
復
習
す
る
時
に
参
考

に
な
り
ま
す
。

O
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
勉

強
を
続
け
て
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
(最
終
回
)

パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
法
人
会
の
本
部
事

業
で
唯

一
夜
間
に
お
こ
な
っ
て
い
る
講
習

会
で
す
。

実務簿記・下山先生

パ
ソ

コ
ン
未
経
験
者
を
対
象
と
し
て
、

教
材
の
表
計
算
ソ
フ
ト

〈
E
25
を
使
い

な
が
ら
、

パ
ソ

コ
ン
の
扱
い
方
や

《開問

2
G

の
基
礎
知
識
、
表
と
グ
ラ
フ
を
使
っ
た
実

務
的
な
資
料
作
り
な
ど
を
講
習
し
ま
し
た
。

@ 



教
室
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ

ー
画

面
を
ス

ク
リ
ー

ン
に
投
影
し

て
、
マ
ウ
ス

の
動
き
を
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
。
ま
た
、

分
か
ら
な
い
点
が
あ
っ
て
も
ア
シ
ス
タ
ン

卜
の
講
師
が
す
ぐ
助
け
に
来
て
く
れ
ま
す
。

第
M
M
固
パ
ソ
コ
ン
教
室

6
月

U
日
か
ら

8
月

1
日

(6
回
)

会
場
・
町
田
経
理
専
門
学
校

1
号
館

延
べ
参
加
数
什
名

修
了
者
名
簿
(
ゆ
名

敬
称
略
)

(有
)
ア
ク
セ
ス

E
P
E
(株
)

E
P
E
(株
)

(有
)
い
ち
の
や

(有
)
大
原
製
作
所

(株
)
ケ
イ
・
ワ
イ
建
設

(有
)
相

和

工

業

土

子

(有
)
そ

ば

花

村

上

(株
)
タ
ッ
ク

ル

ハ

ウ

ス

渋

木

(
株
)
東
京
卜
口
ン
保
健
セ
ン
タ
ー
三
沢

(株
)
東
京
ト
口
ン
保
健
セ
ン
タ
ー

三
沢

(株
)
東
京
ト
口
ン
保
健
セ
ン
タ
ー

三
沢

ハ
ラ
ダ
・
テ
ク

ニ
カ

(有
)

(有
)
ハ
ラ
ダ
造
園

(有
)
美
化
興
業
所

ヒ
カ
リ
エ

ン
ジ
ニ
ア

(有
)

(有
)
フ
口
l
レ
ッ
卜

勝哲舞京
利夫子子

江
口

加
藤

中
井

池
山
山
(
〈
口

秋
保
あ
ゆ
み

児
玉

恵
子

原
因

規芳文裕健早弘五
子 子 枝美二苗徳男

。

宝
栄
産
業

(株
)

(
株
)
溝
上
精
工

(有
)
ヤ
マ

ニ
管
理

渋
火
口
義
子

溝

上

敏

子

井
上
節
之
助

原
田

菅
原

井
上

純政
也吉 明

-
受
講
者
の
声
・

0
初
め
て
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
ま
し
た
が
、
分
か
り

ゃ
す
い
説
明
で
安
心
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
メ
ー
ル

が
出
来
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
(初
回
)

@
初
め
て
m
H
O
O
-
で
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
見
積

書
な
ど
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。
(2
回
目
)

O
段
々
と
覚
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
大
変
で
す
。

(4
回
目
)

O
毎
回

2
時
間
と

い
う
短
い
時
間
の
中
で
し
た

が
、
講
師
の
方
が
少
し
で
も
分
か
り
ゃ
す
い
よ

う
に
と
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
り
と
て
も
良
か

っ
た
で
す
。
仕
事
に
役
立
て
ま
す
。
(
最
終
回
)

松
山

中
高
年
を
対
象
と
し
て
超
ゆ
っ
く
り
講
座
も
開
設

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
l
ス

第

4
期

P

C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ

l
ス
は

5
月
日
日
か
ら
様
々
な
内
容
で
開
催
し

ま
し
た
。

講
習
内
容
は
、
中
高
年
を
対
象
と
し
た

超
ゆ
っ
く
り
講
座
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
を
高
い
レ

ベ
ル
で
活
用
す
る
講
座
ま
で



の
r"iformatiori 

7
種
類
。
講
師
は
外
部
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ

ー
の
石
野
さ
ん
が
担
当
。
わ
か
り
安
い
説

明
と
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

第

4
期
P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
I
ス

5
月
市
日
か
ら

7
月
刊
は
日

(7
回
)

延
べ
参
加
数
日
名

A 

¥ 

申
告
書
を

自
分
で
作
成
し
て
み
よ
う
!

申
告
書
の
書
き
方

説
明
会
を
開
催

し法
ま人 5
し税月

そ里 15
百日一、
の法
書 人
き 会
方事
説務
明局
会に
をお
実い
施て

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、
決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社
(
自

分
)
で
作
成
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。

参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
を
お
聞
き
し
て
、

そ
の
都
度
内
容
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
説
明
会
も
好
評
を
項
き
ま
し
た
。

(別
名
参
加
)

-
受
講
者
の
声
・

0
決
算
書
の
数
字
を
申
告
書
の
ど
こ

へ
転
記
す

れ
ば
良

い
か
分
か
る
よ
う
に
、

丁
寧
な
資
料
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

@ 
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今
年
度
改
正
で
は
、
企
業
が
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

企
業
組
織
再
編
を
柔
軟
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
税

制
面
で
の
整
備
が
図

5
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
合
併
を
中
心
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

嗣占
法
人
に
お
け
る

課
税
の
取
り
扱
い

法
人
が
そ
の
所
有
す
る
資
産
を
他

に
移
転
す
る
場
合
、
移
転
資
産
等
を

時
価
に
よ
り
譲
渡
し
た
も
の
と
し

て
、
譲
渡
損
益
の
計
上
を
行
う
の
が

原
則
で
す
。
た
だ
し
、
法
人
が
合
併
、

分
割
、
現
物
出
資
等
(
以
下
「
組
織

再
編
成
」
と
い
う
)
に
よ
り
、
資
産

を
移
転
す
る
前
後
で
経
済
実
態
的
に

実
質
的
な
変
更
が
な
い
と
考
え
ら
れ

る
場
合
に
は
、
課
税
関
係
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
当
該
組
織
再
編
成
が

以
下
の
適
格
組
織
再
編
成

(適
格
合

併
、
適
格
分
割
、
適
格
現
物
出
資
等
)

に
該
当
す
る
場
合
、
移
転
資
産
等
を

そ
の
帳
簿
価
額
で
引
き
継
ぎ
、
移
転

資
産
の
譲
渡
損
益
の
計
上
は
繰
り
延

べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

適
格
合
併
と
は
、
以
下
の
企
業
グ

ル
ー
プ
内
合
併
、
共
同
事
業
を
営
む

••••
••••• 

合
併
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
合
併

で
、
合
併
法
人
の
株
式
以
外
の
資
産

が
被
合
併
法
人
の
株
主
等
に
交
付
さ

れ
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
被
合
併
法
人
と
合
併
法
人
と
の
間

で
発
行
済
株
式
等
の
全
部
を
直
接

文
は
間
接
に
保
有
す
る
関
係
に
あ

る
場
合
。

②
同
一
の
者
(
法
人
に
限
ら
ず
、
個

人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
個
人

と
特
殊
の
関
係
に
あ
る
個
人
が
含

ま
れ
る
。
以
下
同
じ
。
)
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
発
行
済

株
式
等
の
全
部
を
直
接
文
は
間
接

に
保
有
さ
れ
る
関
係
に
あ
り
、
か

つ
、
合
併
後
も
継
続
し
て
保
有
さ

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
。

@ 

③
被
合
併
法
人
と
合
併
法
人
と
の
間

で
、
発
行
済
株
式
等
の

一
O
O分
の

五
O
超

一
O
O
分
の

一
O
O
未
満

を
直
接
文
は
間
接
に
保
有
す
る
関

係
に
あ
る
場
合
文
は
同

一
の
者
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
発
行

済
株
式
等
の

一
O
O分
の
五

O
超

一
O
O
分
の
一

O
O未
満
を
直
接

又
は
間
接
に
保
有
さ
れ
る
関
係
に

あ
る
場
合
(
同
一
の
者
に
よ
っ
て
保

有
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
場
合
は
、

合
併
後
に
そ
の
関
係
が
継
続
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
場
合
)

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

0

・
被
合
併
法
人
の
従
業
者
の
お
お
む

ね
一

O
O分
の
八

O
以
上
が
合
併

法
人
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

-
被
合
併
法
人
の
主
要
な
事
業
が
合



併
法
人
に
お
い
て
引
き
続
き
営
ま

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ

シ」
。

以
下
の
要
件
(
被
合
併
法
人
の
株

主
等
の
数
が
五

O
人
以
上
の
場
合
は

①
か
ら
④
)
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

も
の
。

①
被
合
併
事
業
と
合
併
事
業
と
が
相

互
に
関
連
す
る
も
の
。

②
被
合
併
事
業
と
合
併
事
業
の
そ
れ

ぞ
れ
の
売
上
金
額
、
従
業
者
数
、

資
本
金
額
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準

ず
る
も
の
の
規
模
の
割
合
が
お
お

む
ね
五
倍
を
超
え
な
い
こ
と
、
文

は
被
合
併
法
人
と
合
併
法
人
の
常

務
以
上
の
役
員
(
特
定
役
員
)
の

い
ず
れ
か
が
合
併
後
の
合
併
法
人

の
特
定
役
員
と
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
。

③
被
合
併
法
人
の
従
業
者
の
お
お
む

ね

一
O
O分
の
八

O
以
上
が
合
併

法
人
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

④
被
合
併
事
業
(
合
併
法
人
の
事
業

と
関
連
す
る
事
業
に
限
る
。
)
が

合
併
法
人
に
お
い
て
引
き
続
き
営

ま
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
。

①
被
合
併
法
人
の
株
主
等
(
合
併
に

よ
り
交
付
を
受
け
る
合
併
法
人
の

株
式
の
全
部
を
継
続
し
て
保
有
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
必

要
)
が
被
合
併
法
人
の
株
式
を
保

有
す
る
割
合
が
発
行
済
株
式
等
の

一
O
O分
の
八

O
以
上
で
あ
る
と

〉」
。嗣主

各
種
資
産
、

引
当
金
の
引
継
等

移
転
資
産
等
の
譲
渡
損
益
の
計
上

が
繰
り
延
べ
ら
れ
る
適
格
合
併
の
場

合
に
は
、
そ
の
移
転
資
産
等
に
関
し

て
適
用
さ
れ
る
諸
制
度
や
引
当
金
の

引
継
に
つ
い
て
も
、
再
編
前
の
課
税

関
係
を
継
続
さ
せ
る
よ
う
必
要
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同主
青
色
欠
損
金
の

繰
越
控
除

合
併
に
際
し
て
被
合
併
法
人
の
繰

越
青
色
欠
損
金
が
あ
る
場
合
に
は
、

合
併
法
人
が
引
き
継
ぐ
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
適
格
合
併
に
該

当
す
る
場
合
は
、
被
合
併
法
人
の
青

色
欠
損
金
の
合
併
法
人
へ
の
引
継
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、

一
定
の
場
合
に
は
、
青

色
欠
損
金
の
繰
越
控
除
が
制
限
さ
れ

ま
す
。

4
一三
一
株
主
に
お
け
る

而
川

課
税
の
取
り
扱
い

川
株
式
の
譲
渡
損
益
の
取
り
扱
い

被
合
併
法
人
の
株
主
等
が
、
合
併

に
よ
り
合
併
法
人
の
株
式
以
外
の
資

産
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、

旧

株
の
時
価
に
よ
る
譲
渡
が
あ
っ
た
も

の
と
し
て
譲
渡
損
益
の
計
上
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
合
併
に
よ
り
、
被
合
併
法
人

の
株
主
が
合
併
法
人
の
株
式
の
み
の

交
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、
旧
株
の

帳
簿
価
額
に
よ
る
譲
渡
が
行
わ
れ
た

も
の
と
し
て
譲
渡
損
益
の
計
上
が
繰

り
延
べ
ら
れ
ま
す
。

ωみ
な
し
配
当
の
取
り
扱
い

適
格
合
併
の
場
合
、
被
合
併
法
人

の
利
益
積
立
金
が
合
併
法
人
に
引
き

継
が
れ
る
た
め
、
株
主
に
対
す
る
利

益
の
移
転
は
な
く
、
み
な
し
配
当
は

生
じ
ま
せ
ん
。

適
格
合
併
に
該
当
し
な
い
合
併
に

よ
り
、
被
合
併
法
人
の
株
主
が
交
付

を
受
け
た
株
式
・
金
銭
等
の
額
の
う

ち
、
被
合
併
法
人
の
資
本
等
の
金
額

を
超
え
る
部
分
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
配
当
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

同畠
そ

の

他

組
織
再
編
成
を
容
易
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
登
録
免
許
税
、

消
費
税
、
印
紙
税
、
地
方
税
に
つ
い

て
軽
減
措
置
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年
四
月

一
日
以
後
に
行
わ
れ
る
組
織
再
編
成

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

会 03-3357-0771女この記事についての問い合わせ先一一一一一一(社)東京法人会連合会

@ 



所得税の確定申告書が
新しくなります

納
税
者
の
方
々
か
ら
の
「
分
か
り
ゃ
す
く
・
書
き
や
す
い
申
告
書

を
」
と
い
う
声
に
お
応
え
し
、
平
成

叫
年

1
月

(平
成
均
年
分
の

確
定
申
告
)
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

申
告
書
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
様
式
を

2
種
類
に
(
分
離
課
税
用
な
ど
が
別
表
に
)

現
行

6
種
類
の
申
告
書
を

A
・
B
の
2
種
類
に
統
合
し
、
八
万
離

課
税
用
申
告
書
や
損
失
申
告
書
、
修
正
申
告
書
を
別
表
化
し
ま
し

た。ω用
紙
が

A

4
サ
イ
ズ
に
(
用
紙
が

2
枚
に
)

申
告
書
の
用
紙
サ
イ
ズ
を

A

4
判
に
改
め
、
裏
面
か
ら
表
面
に

転
記
す
る
方
式
を
廃
止
し
、
用
紙
を

2
枚
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
申

告
書
の
記
載
欄
を
で
き
る
だ
け
簡
素
化
し
ま
し
た
。

ω記
載
欄
を
整
理

申
告
書
の
小
さ
な
文
字
の
説
明
文
や
計
算
式
を
整
理
し
、
で
き

る
だ
け
申
告
書
の
文
字
を
大
き
く
、
見
や
す
く
し
ま
し
た
。

凶

手
引
き
を
充
実
(
手
引
き
で
計
算
、
や
さ
し
い
申
告
)

「確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
申
告
書
の
書
き
方
と

一
体
と
な
っ

た

由
「

計
算
欄
を
設
け
、
手
引
き
の
中
で
所
得
金
額
な
ど
の
計
算
が
で
き

一る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

申
告
書
新
様
式
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
市
区
町
村
の

1
y
 vv

・-宇

窓

口
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

{ZH℃
己
主
〈
〈
〈
〈
コ

E
G
o
-己

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で、

ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ

い。

編集

『

C
E

吉
田後

様
々
な

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
来
る
昨
今
。
リ
ス

ト
ラ

・
失
業
率

5
%
・
新
宿
ビ

ル
火
災

叫
名
の
死
者
・

株
価
の
下
落
・
ユ
ニ
ク
ロ
神
話
の
崩
壊

・
人
へ
の
殺
傷

事
件
等
々
、
暗
い
出
来
事
が
続
い
て
起
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
明
日
へ
続
く
で
あ
ろ
う
楽
し
く
明
る
い
話
題

も
見
つ
け
出
せ
る
様
で
す
。
記
憶
に
新
し
い
第
出
回
全

国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
。
西
東
京
代
表
と
し
て
、
地

元
町
田
市
の
日
大
三
高
が
初
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
こ

と
で
す
。
町
田
市
役
所
駐
車
場
で
の
優
勝
報
告
会
に
は

3
千
人
近
い
市
民
が
集
ま
り
、
選
手
達
へ
大
き
な
拍
手

を
与
え
て
い
ま
し
た
。
「人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」
が
感

じ
ら
れ
る
光
景
で
し
た
。

「ふ
れ
あ
う
」
と
云
う
人
間
同
士
の
付
き
合
い
が
無

く
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
に
暗
い
事
故

・
事
件

へ

発
展
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
企
業
に
於
い
て

は
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
基
本
に
発
展
し
て
お
り
、

町
田
法
人
会
も
そ
の
一

助
と
し
て
活
動
し
、
会
員
の
皆

様
の
協
力
も
得
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

日
月
に
は
皇
室
の
お
祝
い
の
予
定
も
あ
り
、

明
る
い

出
来
事
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
。
当

法
人
会
も
明
る
く
楽
し
く
、

斯
く
あ
り
た
い
・
も
の
で
す
。

(原
町
田
第

矢
部
)

発行人・(社)町田法人会会長 八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町団法人会ホームページ http://www.hojinkai-machida.or.jp 

Eメール official@hojinkai-machida.or.jp 

東法違・都内法人会の会員専用ベージ ユーザー名;tohoren パスワード;0771 

本紙掲載の記事、写真の畠断掲載を禁じます。

@ 



お客様の声か5生まれた

園、mワ

」ニ院内新生物l志保障され協いU~
健康保隙が適用され拡い高度先進医療でも大丈夫?

政射線jS療なと・で趨iJ!JfL/t.場合はつ

『法人会21世記がん保険』
「法人会21世紀がん保験」は、法人会会員企業の皆様の専用商品です。

-保障内容(l倍) E本人の保障 ~(と駒保町羽
一時金として L 一時金として

診断されたとき 80万円 48万円
@初めて

上皮肉新生物の場合 上皮肉新生物の場合

診断給付金 8万円 4.8万円

入院したとき

6砂 I1百，000円

1日につき

入院給付金 6，000円

手術したとき
20万円 | 

1固につき

手術給付金 12万円

高度先進医療を受けたとき |妓術料叩て | 技術料に応じて

がん高度先進医療給付金 6-140万円 3.6-84万円

1日につき 1日につき
霊感樟ま銃撃事、通院したとき

通院給付金・特定治績通院給付金 5，000円 3，000円

(がんで死亡したとき

死亡保険金・死亡払戻盆

-引受保険会社
....:;;，亘逼昌弘 内 l千 '1 ，j '1 ダ"プY 叉'" あなたがl..:rl吻唱えて選益保険金枇でありたい一一一一一←ー-
A薗圃・画E¥料品A 場恥帽 の倒.刷稚"略作 A....一ー二
( •• )-HAJ11521dl枕託証炉Ù1C~~刀Fミリー生宇明会典

、-!!，...../'" ...J胸....a!IM 00 p~"~賀"日 e 引回恒輔東京a開宿区画'柵2-11・師三舞ピル雪国時制問1(柑

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.

今の保障をく」んとバージョンUP . 
特約PACKで
より充実した保障が得Sれます。:

-すでに『がん保院制贋」をと利用の皆樟は、現在L:. 
契約のがん保険に『輔鈎PACKJを付加宮ること・
によりよD充実した保障が得られます

.詳しくは推進員までおた菅ねくださいι • 

-. 
・ スーパーがん保積 ・
.義援特約PACK スーパーがん保餓E型 ・
・ 付加対象保険スーパがん保険Vタイプ ー
. スーパーがん醐E型Vタイプ:. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

アメリカンファミリ一生命保険会社 八王子支社

干192-0046東京都八王子市明神町 3-20-6
TEL 0 4 2 6 -4 4 -0 3 7 1 

AFN量権 2∞1∞2 3円7日



さ笠寺I Iく

・砂|引・砂|量|吟|引・料品
立旦孟駅
叫同童前

8km'3時間

か
し
の
木
山
自
然
公
園

ゆ

玉
川
学
園
駅
前

歩いてわかる

•• '，t.. 

匡歪宣車
O 

春はさくらのトンネルの中を歩けます。

どんぐりの森、野鳥の森、た

けのこの森などいろんな森が

あります。


